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実習期間：2014年 6 月 2 日~ 6 月2７日（ 4 週間）
実習病院：ルール大学ボッフム校附属
　　　　　ノルトライン＝ヴェストファーレン心臓・糖尿病センター
　 6 年次選択臨床実習期間の 3 ヶ月のうち 1 ヶ月をドイツの病院で過ごす機会を頂きました。この報告書を
通して，実習実現にご尽力下さった先生方に私が経験させて頂いたことをお伝えし，また来年度以降海外で
の実習を希望している後輩の後押しができればと考えております。
　私は，日本の医学の発展に貢献した多くの先代の医師達がドイツに留学経験を持つことより「医学＝ドイ
ツ」という考えがあり，大学入学時よりいつかはドイツに留学してみたいという夢がありました。しかし，
私は優秀でもありませんし，帰国子女で外国語が堪能という訳でもない，いわゆる普通の学生です。ただ，
いつかは挑戦しなければ夢は叶えられない，挑戦するなら多少恥をかいてもいい学生のうちだ！という考え
から，今回の実習を希望しました。
　実習先のヴェストファーレン心臓・糖尿病センターは，昨年も第一外科を通して富山大学の学生の受け入
れをして下さった実績のある病院でした。昨年の先輩の実習報告会を聞き，その日のうちに第一外科の芳村
先生にお願いしたところ，快く許可を頂きました。その時には今年の実習も実現する確約はできないと伺い
ましたが，先方との交渉は全て芳村先生がご尽力下さり，無事に実現して頂きました。私が行った準備は，
昨年10月に英語の履歴書，今年 3 月にドイツ語の予防接種証明と秘密情報保護誓約書を，芳村先生を通して
先方に提出したのみでした。（今年富山大学第一外科と先方の病院が医局間協定を締結したため，来年度以
降も実習させて頂くことはできると思いますが，提出書類などは
増えるかも知れません。）
　また，ドイツ語学の名執先生に相談したところ，書類作成や言
語の準備をお手伝いして頂きました。言語は大学での臨床実習も
あったため満足に準備ができず，先生から頂いたドイツ語のCD
を聞き，参考書を流し読みした程度で渡独しました。
　ヴェストファーレン 心 臓・ 糖 尿 病 センターがあるBad 
Oeynhausen（バード・ユーンハウゼン）は，ドイツ北部の都市
ハノーファーから南西へ約７0キロに位置する人口 5 万
人の小さな町です。バードとはドイツ語で温泉という
意味で，豊かな自然に恵まれた，とても治安の良い保
養地です。童話の町として有名なハーメルンやブレー
メンを結ぶメルヘン街道沿いにあります。宿泊先は，
病院側が一部を借り上げて見学者に貸している，病院
から徒歩 5 分ほどの所にあるホテルに自費で泊まりま
した。ホテルには私たちのほかに，病院に見学に来て
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いるトルコ人医師，一般の家族が宿泊していました。駅から
徒歩10分，徒歩圏内にスーパーやレストランもあり便利な立
地でした。
　ヴェストファーレン心臓・糖尿病センターは年間6000例も
の手術を行う世界トップクラスの病院で，手術は 1 日に
15-20件ほどあります。予定されている手術だけでなく，大
血管や心臓移植などの緊急手術が昼夜問わず加わります。日
本全国の病院での合計が年間30例程しかない心臓移植を，こ
の病院だけで年間60～７0例行っています。私が病院に居た
1 ヶ月の間に 5 例あり，そのうち 3 例を見学することができました。
　実習の内容は，富山大学の実習のようにきちんと学生用のスケジュールが決めら
れているわけではなく，学生は朝のカンファレンスに参加し，その後は好きな手術
を自分で選び見学し，好きな時間に帰るというものでした。その日の手術内容や自
分の体調をみて予定を決められるため，とても自由度が高いです。私の平均的な一
日の過ごし方は，以下のようでした。
７ ：15～　カンファレンス
8 ：00～　一件目の手術
13：00～　昼食＆図書館で勉強
14：30～　二件目の手術
1７：00～　三件目の手術（余裕があれば）
　朝のカンファレンスは，術後経過やその日の手術についての検討，木曜日の朝だけ院内にあるシアターを
使っての勉強会でしたが，早い流暢なドイツ語で内容はほとんど理解できませんでした。
　手術では，手術室に入り術者と麻酔医，看護師さんに軽く自己紹介し
てから，麻酔医の居る患者の頭側から見学させて頂きます。一週間ほど
経つと，顔を覚えてもらえ，手術の内容や雑談まで気さくに話しかけて
もらえるようになります。さらに一週間ほど経つとこちらもスタッフの
雰囲気を掴むことができ，タイミングを見計らって手術に参加したいと
伝える事ができるようになりました。日本での実習と同じように手洗い
をして，ガウンを着て，術者に近いところから手術を見学する事ができ
ます。また，さらにお願いすれば助手として参加させていただく事もで
きます。私は冠動脈バイパス術や補助人工心臓の手術などに参加させて
いただきました。手術は，弁置換やBentall手術，David手術など日本の
大学での実習中に見学できればラッキーという手術から，低侵襲の開胸
手術やTAVI，補助人工心臓，心臓移植など日本でも見学できる施設が限られているような手術まで何でも
見ることができます。また，小児の先天性心疾患の手術も見学できます。 1 日 2 ， 3 件の手術を見学する事
ができる 1 ヵ月は，心臓外科医を志す私にとって非常に刺激的な毎日でした。
　また，私にとって実習以上に意義のあった 1 日がありました。ある日，サッカー W杯のドイツ戦を観戦
するために，実習終わりに街に飲みに出かけました。そこで，同い年の日本人に出会いました。彼は高校時
代に拡張型心筋症を患い，ドイツに渡り心臓移植を受け，今は日本で働きながら年に 1 回の検診のためにド
イツに来ていました。 1 ヵ月という短い滞在期間に，心臓移植を受けた同い年の日本人に会えるとは夢にも
思いませんでした。一緒にドイツを応援しながら，彼は 2 リットルのビールを涼しい顔で飲んでいました。
健康で活躍している彼の姿を見て，心臓外科というものが人の人生に大きく関わる事ができる職業であり，
またその責任も重大なものであるということを改めて実感しました。
上〈病院玄関〉
中〈移植心の入った箱〉
左〈手術予定〉
〈術野に入る私〉
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　今回の実習を通して，海外で 1 ヵ月過ごしたことで度胸もつき，様々
な経験から医師という職業に対するモチベーションもさらに高まり，非
常に充実した日々を過ごす事ができました。渡航前は，海外実習を選択
する学生は，毎年優秀な学生が多いというイメージがありました。しか
し，優秀でもない学生の私でも，ドイツ語も英語もまともに喋れない私
でも， 1 ヵ月なんとか生活することができました。この報告書を読んだ
後輩たちにはぜひ臨床実習で海外を選択してもらいたいです。海外での
生活は不安だし，部活にも行けないし，勉強も日本に居るほうが捗るし，
いろいろ犠牲にするものはあるかもしれませんが，それ以上に得るもの
は大きいと思います。そして何より楽しいです！！！！
　最後になりましたが，今回の実習の実現にご尽力いただいた第一外科の先生方，富山大学の先生や事務の
方，北関東循環器病院の南先生，現地でお世話になった先生方，スタッフに心より感謝申し上げます。
〈ベルリンで街の酔っ払いと〉
